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3.1　ログイン画面

◆画面全体例　画像3.1.1
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・　この画面では、対象者（入力者とは限らない）の対象者識別情報を入力させる。

・　上記例は、あくまでも表示例として掲載している。

・　入力者支援として、現在時刻を表示させておく事が望ましい。

・　対象者識別情報を使用しない場合（ログイン画面から遷移しない場合）には、この画面を経由しない場合がある。

・　PC用途である場合、XGAをターゲットサイズとする。

・　HELPリンクを設置する場合がある。

・　使用する商品ロゴ・権利表示については、サイズ・種類・表示方法について確認する。

・　ここで入力されたパラメータについては、遷移はPOSTで処理し、可能であれば暗号化を行う。

・　提供先によって、会員登録が存在しない場合には本システム側でも個人識別を行わない。個人向け提供においては、基本的に本システム側でのログインも実装しない。

◆画面遷移　表3.1.1

	項目
	対象
	動作

	戻る
	ログイン画面
	（ここについては仕様によって異なる）

	次へ
	基礎情報入力画面
	常に動作する。入力されたログインIDが正しい形式の場合のみ、遷移する。

	最初
	ログイン画面
	（ここについては仕様によって異なる）


◆入力項目とイベント　表3.1.2

	項目
	種類
	必須

設置
	必須

入力
	内容

	ログインID
	TEXT
	○
	○
	


◆入力項目の初期値　表3.1.3

	項目
	ダミー

選択肢
	初期値

	ログインID
	
	常に、初期は未入力とする。


◆入力項目のパラメータ　表3.1.4

	項目
	内容

	ログインID
	50byte（但し、これについては提供先サービスと実装によって変化する。）


◆補足

入力チェックとして、未入力で遷移しようとした場合には、下記ダイアログで注意を促す。
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ダイアログ1例　画像3.1.2

入力チェックとして、入力形式が正しくない状態で遷移しようとした場合には、下記ダイアログで注意を促す。
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ダイアログ2例　画像3.1.3
3.2　基礎情報入力画面

◆画面全体例　画像3.2.1
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・　この画面では、対象者（入力者とは限らない）の基礎情報を入力させる。

・　上記例は、あくまでも表示例として掲載している。

・　入力者支援として、現在時刻や対象者識別情報（例えば診察券番号・会員番号等）を表示させておく事が望ましい。

・　ログイン画面から遷移しない場合（対象者識別情報を使用しない場合）には、実質的にこの画面がトップとなる。

・　必須入力項目については、入力者が分かるように表示・説明しておく事が望ましい。

・　PC用途である場合、XGAをターゲットサイズとする。

・　HELPリンクを設置する場合がある。

・　使用する商品ロゴ・権利表示については、サイズ・種類・表示方法について確認する。

・　必須設置項目以外のものについては、場合によっては使用しない可能性がある。

・　ここで入力されたパラメータについては、遷移はPOSTで処理し、可能であれば暗号化を行う。

・　必須入力項目については、入力者が分かるように表示・説明しておく事とする。ここでは、項目名の前または後に「※」を表示する。
・　個人識別がある場合、前回の入力履歴を参照して前回入力値を引き継ぐ。（生年月日・性別・体重）
◆画面遷移　表3.2.1

	項目
	対象
	動作

	チェックスタート

（画像）
	全身状態入力画面
	必須入力が満たされているときのみ、新規ウインドウを開いて遷移する。


◆入力項目とイベント　表3.2.2

	項目
	種類
	必須

設置
	必須

入力
	内容

	生年
	SELECT
	○
	○
	変更した場合、生月を1に、生日を1にそれぞれ変更する。

	生月
	SELECT
	○
	○
	変更した場合、生日を1に変更する。

	生日
	SELECT
	○
	○
	変更した場合、曜日表記を適切に表示変更する。

	性別
	SELECT
	○
	○
	

	体重
	SELECT
	○
	○
	

	現在体温
	SELECT
	○
	○
	変更した場合、最高体温の選択肢が現在体温以上のもののみとなる。

	最高体温
	SELECT
	○
	
	ダミー選択肢以外に変更した場合、最高体温期日がEnableとなる。

	最高体温期日
	SELECT
	○
	
	


◆入力項目の初期値　表3.2.3

	項目
	ダミー

選択肢
	初期値

	生年
	
	画面を表示した当日年を選択する。

	生月
	
	画面を表示した当日月を選択する。

	生日
	
	画面を表示した当日日を選択する。

	性別
	○
	ダミー値選択とする。

	体重
	○
	ダミー値選択とする。

	現在体温
	○
	ダミー値選択とする。

	最高体温
	○
	ダミー値選択とする。

	最高体温期日
	○
	ダミー値選択とする。


◆入力項目のパラメータ　表3.2.4

	項目
	内容

	生年
	画面表示年より遡って、20年分を表示する。また、西暦年表示と一緒に

年号年も表示する。（例）1976(昭和51)

	生月
	生年に応じて正しいものを表示する。入力日時が年の途中である場合、当月までを表示する。

	生日
	生年・生月に応じて正しいものを表示する。入力日時が月の途中である場合、当日までを表示する。

	性別
	----- / 男 / 女

	体重
	----- / 約2kg / 約2.5kg / 約3kg / 約3.5kg / 約4kg / 約4.5kg

約5kg / 約6kg / 約7kg / 約8kg / 約9kg / 約10kg / 約12kg

約14kg / 約16kg / 約18kg / 約20kg / 約25kg / 約30kg / 30kg以上

	現在体温
	----- / 約35.0℃ / 約35.5℃ / 約36.0℃ / 約36.5℃  / 約37.0℃

約37.5℃ / 約38.0℃ / 約38.5℃ / 約39.0℃ / 約39.5℃

約40.0℃ / 約40.5℃ / 約41.0℃ / 約41.5℃ / 約42.0℃

	最高体温
	----- / 約35.0℃ / 約35.5℃ / 約36.0℃ / 約36.5℃  / 約37.0℃

約37.5℃ / 約38.0℃ / 約38.5℃ / 約39.0℃ / 約39.5℃

約40.0℃ / 約40.5℃ / 約41.0℃ / 約41.5℃ / 約42.0℃

	最高体温期日
	----- / 今日から / 昨日から / おとといから / 3日前から

4日前から / 5日前から / 6日前から / 1週間前から / 8日前から

9日前から / 10日前から / 11日前から / 12日前から / 13日前から

2週間前から / 2週間より前から


◆使用外部データ

無し。

◆補足

「チェックスタート」がクリックされた際に、入力必須が満たされていない場合、入力を促す目的で下記のダイアログの通り入力を促す。
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ダイアログ1例　画像3.2.1
当画面から全身状態入力画面に遷移する場合、生年月日入力の内容を確認する目的で、画面遷移前に下記のダイアログの通り選択を促す。
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ダイアログ2例　画像3.2.2
上記選択にて、「OK」の場合、全身状態入力画面に遷移する。「キャンセル」の場合、下記ダイアログを表示し注意を促す。その場合には、画面遷移は行わない。
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ダイアログ3例　画像3.2.3
本画面は、step1に当たる。

3.3　全身状態入力画面

◆画面全体例　画像3.3.1
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・　この画面では、対象者（入力者とは限らない）の全身状態について設問に回答させる。

・　上記例は、あくまでも表示例として掲載している。

・　入力者支援として、現在時刻や年齢を表示させておく事が望ましい。

・　PC用途である場合、XGAをターゲットサイズとする。

・　HELPリンクを設置する場合がある。

・　使用する商品ロゴ・権利表示については、サイズ・種類・表示方法について確認する。

・　必須設置項目以外のものについては、場合によっては使用しない可能性がある。

・　ここで入力されたパラメータについては、遷移はPOSTで処理し、可能であれば暗号化を行う。

◆画面遷移　表3.3.1

	項目
	対象
	動作

	次へ

（画像）
	誤飲選択画面
	通常時はDisableで、必須項目が全て入力されたらEnableとなる。誤飲についての質問において、「はい」が選択されている場合には、この動作となる。

	
	外傷選択画面
	通常時はDisableで、必須項目が全て入力されたらEnableとなる。誤飲についての質問において、「いいえ」が選択されていて、且つ外傷についての質問において第一回答選択肢が選択されている場合（基本的には「はい」となる）には、この動作となる。

	
	症状選択画面
	通常時はDisableで、必須項目が全て入力されたらEnableとなる。誤飲についての質問において、「いいえ」が選択されていて、且つ外傷についての質問において第一回答選択肢が選択されていない場合には、この動作となる。


◆入力項目とイベント　表3.3.2

	項目
	種類
	必須

設置
	必須

入力
	内容

	外傷についての質問
	RADIO
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	意識状態についての質問
	RADIO
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	呼吸状態についての質問
	RADIO
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	活動度についての質問
	RADIO
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	脱水についての質問
	RADIO
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	誤飲についての質問
	RADIO
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。


◆入力項目の初期値　表3.3.3

	項目
	ダミー

選択肢
	初期値

	外傷についての質問
	
	常に、初期は未選択とする。

	意識状態についての質問
	
	常に、初期は未選択とする。

	呼吸状態についての質問
	
	常に、初期は未選択とする。

	活動度についての質問
	
	常に、初期は未選択とする。

	脱水についての質問
	
	常に、初期は未選択とする。

	誤飲についての質問
	
	常に、初期は「いいえ」を選択状態とする。


◆入力項目のパラメータ　表3.3.4

	項目
	内容

	外傷についての質問
	基礎情報入力画面における、生年・生月・生日・性別を用いて、適切な質問内容に対応する、適切な回答選択肢3種を表示する。

	意識状態についての質問
	基礎情報入力画面における、生年・生月・生日・性別を用いて、適切な質問内容に対応する、適切な回答選択肢3種を表示する。

	呼吸状態についての質問
	基礎情報入力画面における、生年・生月・生日・性別を用いて、適切な質問内容に対応する、適切な回答選択肢3種を表示する。

	活動度についての質問
	基礎情報入力画面における、生年・生月・生日・性別を用いて、適切な質問内容に対応する、適切な回答選択肢3種を表示する。

	脱水についての質問
	基礎情報入力画面における、生年・生月・生日・性別を用いて、適切な質問内容に対応する、適切な回答選択肢3種を表示する。

	誤飲についての質問
	はい / いいえ


◆使用外部データ

データベース上テーブルに、質問内容・回答選択肢を保持しているので、それを取得して表示する。

使用するテーブル　表3.3.5

	テーブル名

	NCAgeCategoryTable

	NCGAConditionRelationTable

	NCGADetailTable

	NCGQConditionRelationTable

	NCGQDetailTable


◆処理クエリ例

	全身状態用性年齢区分を抽出

	SELECT CategoryID,CategoryName FROM NCAgeCategoryTable WHERE MaxDay >= 333 AND MinDay <= 333 AND ValidFlag = 0


可変内容箇所は、MaxDayとMinDayそれぞれの比較値である。この比較値は、システムへの入力日（現在日）と、基礎情報入力画面で入力された生年月日の差日によって求める。つまり、生存日数と同意である。上記例では「333」がそれに当たる。

	質問5問を表示順に抽出

	SELECT ClassID,GQContents FROM NCGQConditionRelationTable GQCRT, NCGQDetailTable GQDT WHERE GQCRT.CategoryID = 4 AND GQCRT.GQContentsID　=　GQDT.GQContentsID ORDER BY GQCRT.ClassID


可変入力箇所は、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、「4」がそれに当たる。

尚、ClassIDが1の場合には外傷についての質問、2の場合には意識状態についての質問、3の場合には呼吸状態についての質問、4の場合には活動度についての質問、5の場合には脱水についての質問、となっている。

	活動度についての質問に対する回答選択肢を表示順に抽出

	SELECT GAnswerID,GAContents FROM NCGAConditionRelationTable GACRT, NCGADetailTable GADT WHERE GACRT.CategoryID = 4 AND GACRT.ClassID = 4 AND GACRT.GAContentsID　=　GADT.GAContentsID ORDER BY GACRT.GAnswerID


可変入力箇所は、まず、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、前者「4」がそれに当たる。

次に、ClassIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「質問5問を表示順に抽出」で求めたClassIDを使用する。上記例では、後者「4」がそれに当たる。

◆補足

選択されたフォームの強調色及び強調表示については、パラメータとし変更可能に出来るとよい。

本画面は、step2に当たる。

3.4　誤飲選択画面
◆画面全体例　画像3.4.1

[image: image9.jpg]TAMD BEE FRW BRCAE UMD I | &

0= O KNREAD P @ - L W -[JR-

PELAD [E] htp.7221 249207 52 nkdemodt fstep2T asp EEEIER

o
=
=
=

[

'u'u'u'u'u'u'u'u‘

LICED S TWENSOERFAARL. RIFMICRADNCENEDZUESADLTTE.

~ BED RO DEN

& T T T T [@dsar o




・　この画面では、対象者（入力者とは限らない）の誤飲状態について、選択させる。

・　上記例は、あくまでも表示例として掲載している。
・　入力者支援として、現在時刻を表示させておく事が望ましい。

・　PC用途である場合、XGAをターゲットサイズとする。

・　HELPリンクを設置する場合がある。

・　使用する商品ロゴ・権利表示については、サイズ・種類・表示方法について確認する。

・　ここで入力されたパラメータについては、遷移はPOSTで処理し、可能であれば暗号化を行う。
・　選択肢が多いので、カテゴリ分け分類・色分け等の画面表示については、考慮する。

◆画面遷移　表3.4.1

	項目
	対象
	動作

	前のページへ戻る
	全身状態入力画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

	次へ

（画像）
	外傷選択画面
	常に動作する。

全身状態入力画面にて、外傷についての質問において第一回答選択肢が選択されている場合（基本的には「はい」となる）には、この動作となる。

	
	症状選択画面
	常に動作する。

全身状態入力画面にて、外傷についての質問において第一回答選択肢が選択されていない場合には、この動作となる。


◆入力項目とイベント　表3.4.2

	項目
	種類
	必須

設置
	必須

入力
	内容

	誤飲物品
	RADIO
	○
	
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	誤飲自由記入
	TEXT
	○
	
	


◆入力項目の初期値　表3.4.3

	項目
	ダミー

選択肢
	初期値

	誤飲物品
	
	常に、初期は未選択とする。

	誤飲自由記入
	
	常に、初期は未入力とする。


◆入力項目のパラメータ　表3.4.4

	項目
	内容

	誤飲物品
	誤飲の選択肢を表示する。

	誤飲自由記入
	100byte


◆使用外部データ

データベース上テーブルに、誤飲選択肢を保持しているので、それを取得して表示する。

使用するテーブル　表3.4.5

	テーブル名

	SwallowExaminationTable


◆処理クエリ例

	誤飲で「日用品」「食品保存剤・乾燥剤」「化粧品類」分類選択肢を表示順に抽出

	SELECT 1,SwallowObjectID,SwallowObjectName FROM SwallowExaminationTable WHERE SwallowClass IN (2,3,4) ORDER BY 2


	誤飲で「洗剤類」「殺虫剤・防虫剤」分類選択肢を表示順に抽出

	SELECT 1,SwallowObjectID,SwallowObjectName FROM SwallowExaminationTable WHERE SwallowClass IN (5,6) ORDER BY 2


	誤飲で「その他」分類選択肢を表示順に抽出

	SELECT 2,SwallowObjectID,SwallowObjectName FROM SwallowExaminationTable WHERE SwallowClass IN (7) ORDER BY 2


上記クエリは固定である。尚、3種は1クエリで同時に求めてもよい。

尚、SwallowClassが2の場合には日用品、3の場合には食品保存剤・乾燥剤、4の場合には化粧品類、5の場合には洗剤類、6の場合には殺虫剤・防虫剤、7の場合にはその他、となっている。

◆補足

選択されたフォームの強調色及び強調表示については、パラメータとし変更可能に出来るとよい。

本画面は、step2に当たる。

3.5　外傷選択画面

◆画面全体例　画像3.5.1
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・　この画面では、対象者（入力者とは限らない）の外傷項目について、選択させる。

・　上記例は、あくまでも表示例として掲載している。
・　入力者支援として、現在時刻を表示させておく事が望ましい。

・　PC用途である場合、XGAをターゲットサイズとする。

・　HELPリンクを設置する場合がある。

・　使用する商品ロゴ・権利表示については、サイズ・種類・表示方法について確認する。

・　ここで入力されたパラメータについては、遷移はPOSTで処理し、可能であれば暗号化を行う。

◆画面遷移　表3.5.1

	項目
	対象
	動作

	前のページへ戻る
	全身状態入力画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

全身状態入力画面にて、誤飲についての質問において「いいえ」が選択されてる場合には、この動作となる。

	
	誤飲選択画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

全身状態入力画面にて、誤飲についての質問において「はい」が選択されてる場合には、この動作となる。

	次へ

（画像）
	外傷回答選択画面
	通常時はDisableで、その他も含めて項目が1つ以上選択されたらEnableとなる。


◆入力項目とイベント　表3.5.2

	項目
	種類
	必須

設置
	必須

入力
	内容

	外傷項目
	CHECK
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

CEHCKボタン自体は画面上非表示とする。

	外傷その他
	CHECK
	○
	
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

CEHCKボタン自体は画面上非表示とする。

選択した場合、外傷その他自由記入がEnableとなる。選択・非選択の動作と同時に、外傷その他自由記入の入力パラメータは削除される。

	外傷その他

自由記入
	TEXT
	○
	
	


◆入力項目の初期値　表3.5.3

	項目
	ダミー

選択肢
	初期値

	外傷項目
	
	常に、初期は未選択とする。

	外傷その他
	
	常に、初期は未選択とする。

	外傷その他

自由記入
	
	常に、初期は未入力とする。


◆入力項目のパラメータ　表3.5.4

	項目
	内容

	外傷項目
	外傷の選択肢を表示する。

	外傷その他
	その他

	外傷その他

自由記入
	100byte


◆使用外部データ

データベース上テーブルに、外傷項目を保持しているので、それを取得して表示する。

使用するテーブル　表3.5.5

	テーブル名

	InjuryNameTable


◆処理クエリ例

	外傷項目を表示順に抽出

	SELECT InjuryID,InjuryName,InjFileName FROM InjuryNameTable WHERE ValidFlag = 0 ORDER BY InjuryID


上記クエリは固定である。

◆補足

選択されたフォームの強調色及び強調表示については、パラメータとし変更可能に出来るとよい。

全項目を選択させてもよいのだが、現実的には妥当ではない。そのため、通常ではその他を含めず最大3外傷までの選択を可能とする。4つめを選択した場合には、下記ダイアログ表示にて注意を促す。
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ダイアログ例　画像3.5.2

本画面は、step2に当たる。

3.6　外傷回答選択画面

◆画面全体例　画像3.6.1
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・　この画面では、対象者（入力者とは限らない）の外傷状態について設問に回答させる。

・　上記例は、あくまでも表示例として掲載している。
・　入力者支援として、現在時刻を表示させておく事が望ましい。

・　PC用途である場合、XGAをターゲットサイズとする。

・　HELPリンクを設置する場合がある。

・　使用する商品ロゴ・権利表示については、サイズ・種類・表示方法について確認する。

・　必須設置項目以外のものについては、場合によっては使用しない可能性がある。

・　ここで入力されたパラメータについては、遷移はPOSTで処理し、可能であれば暗号化を行う。

◆画面遷移　表3.6.1

	項目
	対象
	動作

	前のページへ戻る
	外傷選択画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

	次へ

（画像）
	症状選択画面
	通常時はDisableで、必須項目が全て入力されたらEnableとなる。


◆入力項目とイベント　表3.6.2

	項目
	種類
	必須

設置
	必須

入力
	内容

	外傷選択1

設問1
	RADIO
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	外傷選択1

設問2
	RADIO
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	外傷選択1

設問3
	RADIO
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	外傷選択2

設問1
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	外傷選択2

設問2
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	外傷選択2

設問3
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	外傷選択3

設問1
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	外傷選択3

設問2
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	外傷選択3

設問3
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。


◆入力項目の初期値　表3.6.3

	項目
	ダミー

選択肢
	初期値

	外傷選択1

設問1
	
	常に、初期は未選択とする。

	外傷選択1

設問2
	
	常に、初期は未選択とする。

	外傷選択1

設問3
	
	常に、初期は未選択とする。

	外傷選択2

設問1
	
	常に、初期は未選択とする。

	外傷選択2

設問2
	
	常に、初期は未選択とする。

	外傷選択2

設問3
	
	常に、初期は未選択とする。

	外傷選択3

設問1
	
	常に、初期は未選択とする。

	外傷選択3

設問2
	
	常に、初期は未選択とする。

	外傷選択3

設問3
	
	常に、初期は未選択とする。


◆入力項目のパラメータ　表3.6.4

	項目
	内容

	外傷選択1

設問1
	外傷選択入力画面における選択1を用いて、適切な外傷選択に対応する、適切な回答選択肢のうち1問目の3種を表示する。

この画面に遷移した時点で最低1つ以上の外傷が選択されているはずであり、この項目は必ず存在する。

	外傷選択1

設問2
	外傷選択入力画面における選択1を用いて、適切な外傷選択に対応する、適切な回答選択肢のうち2問目の3種を表示する。

この画面に遷移した時点で最低1つ以上の外傷が選択されているはずであり、この項目は必ず存在する。

	外傷選択1

設問3
	外傷選択入力画面における選択1を用いて、適切な外傷選択に対応する、適切な回答選択肢のうち3問目の3種を表示する。

この画面に遷移した時点で最低1つ以上の外傷が選択されているはずであり、この項目は必ず存在する。

	外傷選択2

設問1
	外傷選択入力画面における選択2を用いて、適切な外傷選択に対応する、適切な回答選択肢のうち1問目の3種を表示する。

外傷選択入力画面において、2つの外傷を選択した場合に存在する。

	外傷選択2

設問2
	外傷選択入力画面における選択2を用いて、適切な外傷選択に対応する、適切な回答選択肢のうち2問目の3種を表示する。

外傷選択入力画面において、2つの外傷を選択した場合に存在する。

	外傷選択2

設問3
	外傷選択入力画面における選択2を用いて、適切な外傷選択に対応する、適切な回答選択肢のうち3問目の3種を表示する。

外傷選択入力画面において、2つの外傷を選択した場合に存在する。

	外傷選択3

設問1
	外傷選択入力画面における選択3を用いて、適切な外傷選択に対応する、適切な回答選択肢のうち1問目の3種を表示する。

外傷選択入力画面において、3つの外傷を選択した場合に存在する。

	外傷選択3

設問2
	外傷選択入力画面における選択3を用いて、適切な外傷選択に対応する、適切な回答選択肢のうち2問目の3種を表示する。

外傷選択入力画面において、3つの外傷を選択した場合に存在する。

	外傷選択3

設問3
	外傷選択入力画面における選択3を用いて、適切な外傷選択に対応する、適切な回答選択肢のうち3問目の3種を表示する。

外傷選択入力画面において、3つの外傷を選択した場合に存在する。


◆使用外部データ

データベース上テーブルに、質問内容・回答選択肢を保持しているので、それを取得して表示する。

使用するテーブル　表3.6.5

	テーブル名

	IAExaminationTable

	IQExaminationTable


◆処理クエリ例

	外傷選択1の質問を表示順に抽出

	SELECT TOP 3 IQuestionID,IQContents FROM IQExaminationTable WHERE InjuryID = 6 ORDER BY IQuestionID


可変内容箇所は、InjuryIDの比較値である。この比較値は、外傷選択画面で入力された外傷(InjuryID)によって求める。上記例では「6」がそれに当たる。

外傷は最大3まで選択出来るため、最大3回実行される可能性がある。

	外傷選択1設問1に対する回答選択肢を表示順に抽出

	SELECT TOP 3 IAnswerID,IAContents FROM IAExaminationTable WHERE IQuestionID = 10 ORDER BY IAnswerID


可変入力箇所は、IQuestionIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「外傷選択1の質問を表示順に抽出」で求めたIQuestionID値を使用する。上記例では、「10」がそれに当たる。

外傷は最大3まで選択出来、1選択につき設問は3あるため、最大9回実行される可能性がある。

	外傷項目テキストに対応する画像名を抽出

	SELECT InjuryID,InjuryName,InjFileName FROM InjuryNameTable WHERE InjuryID = 6


可変内容箇所は、InjuryIDの比較値である。この比較値は、外傷選択画面で入力された外傷(InjuryID)によって求める。上記例では「6」がそれに当たる。
外傷は最大3まで選択出来るため、最大3回実行される可能性がある。

◆補足

選択されたフォームの強調色及び強調表示については、パラメータとし変更可能に出来るとよい。

本画面では、表示する外傷名について、画像を使用する。その際、画像のALT属性として外傷名のテキストを設定すること。

本画面は、step2に当たる。

3.7　症状選択画面

◆画面全体例　画像3.7.1
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・　この画面では、対象者（入力者とは限らない）の症状項目について、選択させる。

・　上記例は、あくまでも表示例として掲載している。
・　入力者支援として、現在時刻を表示させておく事が望ましい。

・　PC用途である場合、XGAをターゲットサイズとする。

・　HELPリンクを設置する場合がある。

・　使用する商品ロゴ・権利表示については、サイズ・種類・表示方法について確認する。

・　ここで入力されたパラメータについては、遷移はPOSTで処理し、可能であれば暗号化を行う。

◆画面遷移　表3.7.1

	項目
	対象
	動作

	前のページへ戻る
	全身状態入力画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

全身状態入力画面にて、誤飲についての質問において「いいえ」が選択されており、且つ全身状態入力画面にて、外傷についての質問において第一回答選択肢が選択されていない場合には、この動作となる。

	
	誤飲選択画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

全身状態入力画面にて、誤飲についての質問において「はい」が選択されており、且つ全身状態入力画面にて、外傷についての質問において第一回答選択肢が選択されていない場合には、この動作となる。

	
	外傷回答選択画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

全身状態入力画面にて、外傷についての質問において第一回答選択肢が選択されている場合（基本的には「はい」となる）には、この動作となる。

	次へ

（画像）
	症状回答選択画面
	通常時はDisableで、症状項目・症状その他でいずれか1つ以上が選択されている場合若しくは発熱が有効で主訴を発熱を選択した場合に、Enableとなる。

	
	追加情報入力画面

（入力完了画面）
	通常時はDisableで、症状無しが選択された場合に、Enableとなる。


◆入力項目とイベント　表3.7.2

	項目
	種類
	必須

設置
	必須

入力
	内容

	症状項目
	CHECK
	○
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

CEHCKボタン自体は画面上非表示とする。

選択されたものは、主訴セレクトボックスにパラメータとして設定される。この際、主訴セレクトボックスはダミー選択肢を選択状態に変更する。

	症状その他
	CHECK
	○
	
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

CEHCKボタン自体は画面上非表示とする。

選択した場合、症状その他自由記入がEnableとなる。選択・非選択の動作と同時に、症状その他自由記入の入力パラメータは削除される。

選択された場合、「その他」が主訴セレクトボックスにパラメータとして設定される。この際、主訴セレクトボックスはダミー選択肢を選択状態に変更する。

	主訴
	SELECT
	○
	○
	

	症状無し
	CHECK
	○
	
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

CEHCKボタン自体は画面上非表示とする。

選択された場合、症状項目・症状その他・主訴・症状その他自由記入をDisableとする。

	症状その他

自由記入
	TEXT
	○
	
	


◆入力項目の初期値　表3.7.3

	項目
	ダミー

選択肢
	初期値

	症状項目
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状その他
	
	常に、初期は未選択とする。

	主訴
	○
	常に、初期はダミー値選択とする。

	症状無し
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状その他

自由記入
	
	常に、初期は未入力とする。


◆入力項目のパラメータ　表3.7.4

	項目
	内容

	症状項目
	症状の選択肢を表示する。

	症状その他
	その他

	主訴
	-----

症状選択で選択された内容

その他（症状その他で選択された場合）

発熱（性別に関係なく、基礎情報入力画面における入力の結果、

　年齢が61-120日、且つ現在体温が37.5℃以上

　年齢が121-180日、且つ現在体温が38.0℃以上

　年齢が181-365日、且つ現在体温が38.0℃以上

　年齢が1-2歳、且つ現在体温が38.5℃以上

　の場合）

	症状無し
	特に気になる症状は無い

	症状その他

自由記入
	100byte


◆使用外部データ

データベース上テーブルに、症状項目を保持しているので、それを取得して表示する。

使用するテーブル　表3.7.5

	テーブル名

	AgeCategoryTable

	DiseaseNameTable


◆処理クエリ例

	SELECT CategoryID,CategoryName FROM AgeCategoryTable WHERE MaxDay >= 333 AND MinDay <= 333 AND CategoryID < 11 AND ValidFlag = 0


可変内容箇所は、まず、MaxDayとMinDayそれぞれの比較値である。この比較値は、システムへの入力日（現在日）と、基礎情報入力画面で入力された生年月日の差日によって求める。つまり、生存日数と同意である。上記例では「333」がそれに当たる。

次に、基礎情報入力画面で入力された性別によって、男であればCategoryIDが1～10、女であればCategoryIDが10～20となるのでそれを条件として設定する。上記例では、「< 11」がそれに当たる。

	症状項目を表示順に抽出

	SELECT TOP 24 DiseaseID,DiseaseName FROM DiseaseNameTable WHERE CategoryID = 4 AND ValidFlag = 0 ORDER BY DiseaseID


可変入力箇所は、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「症状用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、「4」がそれに当たる。クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値は絶対に使用しない様に十分注意する事。

◆補足

選択されたフォームの強調色及び強調表示は、パラメータとし変更可能に出来るとよい。

性別に関係なく、基礎情報入力画面における入力の結果、

　年齢が61-120日、且つ現在体温が37.5℃以上

　年齢が121-180日、且つ現在体温が38.0℃以上

　年齢が181-365日、且つ現在体温が38.0℃以上

　年齢が1-2歳、且つ現在体温が38.5℃以上

の場合には、症状一覧表示の先頭に、同じ表示方法で「発熱」項目を挿入し、見た目上発熱が選択されている状態の様に見せる。この場合、主訴の選択肢に発熱が追加される。また、この場合、他の症状が1つも選択されていない状態であっても、主訴で発熱を選択する事で、次画面に遷移する事が出来る。

症状項目・症状その他でいずれか1つ以上が選択されている場合には、「次へ」がEnableとなる。しかし、主訴を正しく選択しないと画面遷移は行われない。ダミー選択肢のままであった場合、下のダイアログを表示して選択を促す。
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ダイアログ1例　画像3.7.2

全項目を選択させてもよいのだが、現実的には妥当ではない。そのため、通常ではその他を含めず最大3症状までの選択を可能とする。4つめを選択した場合には、下記ダイアログ表示にて注意を促す。
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ダイアログ2例　画像3.7.3

症状項目については、現状の並び順とは異なり、選択頻度の高いものを降順で表示するように変更する可能性がある。また、症状項目の表示を何らかの分類毎に区分したり、図表と連動させて区分けして表示させる可能性がある。

本画面は、step3に当たる。
3.8　症状回答選択画面

◆画面全体例　画像3.8.1
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・　この画面では、対象者（入力者とは限らない）の症状状態について設問に回答させる。

・　上記例は、あくまでも表示例として掲載している。
・　入力者支援として、現在時刻を表示させておく事が望ましい。

・　PC用途である場合、XGAをターゲットサイズとする。

・　HELPリンクを設置する場合がある。

・　使用する商品ロゴ・権利表示については、サイズ・種類・表示方法について確認する。

・　必須設置項目以外のものについては、場合によっては使用しない可能性がある。

・　ここで入力されたパラメータについては、遷移はPOSTで処理し、可能であれば暗号化を行う。

◆画面遷移　表3.8.1

	項目
	対象
	動作

	前のページへ戻る
	症状選択画面
	常に動作する。その際には、戻った先の画面で元の状態を復旧する。

	次へ

（画像）
	結果表示画面
	通常時はDisableで、全項目に回答が入力されたらEnableとなる。


◆入力項目とイベント　表3.8.2

	項目
	種類
	必須

設置
	必須

入力
	内容

	症状発熱

設問1
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状発熱

設問2
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状発熱

設問3
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状選択1

設問1
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状選択1

設問2
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状選択1

設問3
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状選択1

期日
	SELECT
	
	○
	

	症状選択2

設問1
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状選択2

設問2
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状選択2

設問3
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状選択2

期日
	SELECT
	
	○
	

	症状選択3

設問1
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状選択3

設問2
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状選択3

設問3
	RADIO
	
	○
	選択されたものは強調色及び強調表示とする。非選択のものは通常表示とする。

RADIOボタン自体は画面上非表示とする。

	症状選択3

期日
	SELECT
	
	○
	


◆入力項目の初期値　表3.8.3

	項目
	ダミー

選択肢
	初期値

	症状発熱

設問1
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状発熱

設問2
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状発熱

設問3
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状選択1

設問1
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状選択1

設問2
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状選択1

設問3
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状選択1

期日
	○
	常に、初期はダミー値選択とする。

	症状選択2

設問1
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状選択2

設問2
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状選択2

設問3
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状選択2

期日
	○
	常に、初期はダミー値選択とする。

	症状選択3

設問1
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状選択3

設問2
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状選択3

設問3
	
	常に、初期は未選択とする。

	症状選択3

期日
	○
	常に、初期はダミー値選択とする。


◆入力項目のパラメータ　表3.8.4

	項目
	内容

	症状発熱

設問1
	症状選択入力画面において発熱が有効であった場合、適切な回答選択肢のうち1問目の3種を表示する。

	症状発熱

設問2
	症状選択入力画面において発熱が有効であった場合、適切な回答選択肢のうち2問目の3種を表示する。

	症状発熱

設問3
	症状選択入力画面において発熱が有効であった場合、適切な回答選択肢のうち3問目の3種を表示する。

	症状選択1

設問1
	症状選択入力画面における選択を用いて、適切な症状選択に対応する、適切な回答選択肢のうち1問目の3種を表示する。

症状選択入力画面において、1つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択1

設問2
	症状選択入力画面における選択を用いて、適切な症状選択に対応する、適切な回答選択肢のうち2問目の3種を表示する。

症状選択入力画面において、1つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択1

設問3
	症状選択入力画面における選択を用いて、適切な症状選択に対応する、適切な回答選択肢のうち3問目の3種を表示する。

症状選択入力画面において、1つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択1

期日
	今日から / 昨日から / おとといから / 3日前から / 4日前から

5日前から / 6日前から / 1週間前から / 8日前から / 9日前から

10日前から / 11日前から / 12日前から / 13日前から

2週間前から / 2週間より前から

症状選択入力画面において、1つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択2

設問1
	症状選択入力画面における選択を用いて、適切な症状選択に対応する、適切な回答選択肢のうち1問目の3種を表示する。

症状選択入力画面において、2つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択2

設問2
	症状選択入力画面における選択を用いて、適切な症状選択に対応する、適切な回答選択肢のうち2問目の3種を表示する。

症状選択入力画面において、2つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択2

設問3
	症状選択入力画面における選択を用いて、適切な症状選択に対応する、適切な回答選択肢のうち3問目の3種を表示する。

症状選択入力画面において、2つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択2

期日
	今日から / 昨日から / おとといから / 3日前から / 4日前から

5日前から / 6日前から / 1週間前から / 8日前から / 9日前から

10日前から / 11日前から / 12日前から / 13日前から

2週間前から / 2週間より前から

症状選択入力画面において、2つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択3

設問1
	症状選択入力画面における選択を用いて、適切な症状選択に対応する、適切な回答選択肢のうち1問目の3種を表示する。

症状選択入力画面において、3つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択3

設問2
	症状選択入力画面における選択を用いて、適切な症状選択に対応する、適切な回答選択肢のうち2問目の3種を表示する。

症状選択入力画面において、3つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択3

設問3
	症状選択入力画面における選択を用いて、適切な症状選択に対応する、適切な回答選択肢のうち3問目の3種を表示する。

症状選択入力画面において、3つの症状を選択した場合に存在する。

	症状選択3

期日
	今日から / 昨日から / おとといから / 3日前から / 4日前から

5日前から / 6日前から / 1週間前から / 8日前から / 9日前から

10日前から / 11日前から / 12日前から / 13日前から

2週間前から / 2週間より前から

症状選択入力画面において、3つの症状を選択した場合に存在する。


◆使用外部データ

データベース上テーブルに、質問内容・回答選択肢を保持しているので、それを取得して表示する。
使用するテーブル　表3.8.5

	テーブル名

	DAExaminationTable

	DQExaminationTable


◆処理クエリ例

	症状選択1の質問を表示順に抽出

	SELECT TOP 3 DQuestionID,DQContents FROM DQExaminationTable WHERE CategoryID = 4 AND DiseaseID = 22 ORDER BY DQuestionID


可変内容箇所は、まず、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「症状用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、「4」がそれに当たる。クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値は絶対に使用しない様に十分注意する事。

次に、DiseaseIDの比較値である。この比較値は、症状選択画面で入力された症状(DiseaseID)によって求める。上記例では「22」がそれに当たる。

症状は最大3まで選択出来るため、最大3回実行される可能性がある。

	症状選択1設問1に対する回答選択肢を表示順に抽出

	SELECT TOP 3 DAnswerID,DAContents FROM DAExaminationTable WHERE CategoryID = 4 AND DQuestionID = 59 ORDER BY DAnswerID


可変内容箇所は、まず、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「症状用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、「4」がそれに当たる。クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値は絶対に使用しない様に十分注意する事。

次に、DQuestionIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「症状選択1の質問を表示順に抽出」で求めたDQuestionID値を使用する。上記例では、「59」がそれに当たる。

症状は最大3まで選択出来、1選択につき設問は3あるため、最大9回実行される可能性がある。

	症状項目テキストに対応する画像名を抽出

	SELECT DiseaseID,DiseaseName,DisFileName FROM DiseaseNameTable WHERE CategoryID = 4 AND DiseaseID = 22


可変内容箇所は、まず、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「症状用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、「4」がそれに当たる。クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値は絶対に使用しない様に十分注意する事。

次に、DiseaseIDの比較値である。この比較値は、症状選択画面で入力された症状(DiseaseID)によって求める。上記例では「22」がそれに当たる。

症状は最大3まで選択出来るため、最大3回実行される可能性がある。

◆補足

本画面では、表示する症状名について、画像を使用する。その際、画像のALT属性として症状名のテキストを設定すること。

本画面は、step4に当たる。

3.9　追加情報入力画面

◆画面全体例　画像3.9.1
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3.10　結果表示画面

◆画面全体例　画像3.10.1
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・　この画面では、最終的な判断結果と処置対応を表示する。
・　上記例は、あくまでも表示例として掲載している。

・　画面上に判断・指示も併せて表示する場合としない場合がある。その用途や提供先によって異なる。

・　提供先によって、この画面を表示すると同時に、これまでの全入力内容を自動印刷する必要がある場合がある。

・　PC用途である場合、XGAをターゲットサイズとする。

・　使用する商品ロゴ・権利表示については、サイズ・種類・表示方法について確認する。

・　ここまでの入力内容については、必ず全データを記録として保管する。

◆画面遷移

	項目
	対象
	動作

	最初に戻る
	ログイン画面
	常に動作する。


◆入力項目とイベント

無し

◆入力項目の初期値

無し

◆入力項目のパラメータ

無し

◆使用外部データ

データベース上テーブルに、判定結果を保持しているので、それを取得して表示する。

使用するテーブル　表3.10.1 

	テーブル名

	NCAgeCategoryTable

	NCGAConditionRelationTable

	NCGADetailTable

	SwallowExaminationTable

	ConsultNameTable

	ConsultResultTable

	ConsultRelationTable

	DAExaminationTable

	DQExaminationTable

	IAExaminationTable

	IQExaminationTable


◆処理クエリ例

	全身状態の重症度判定結果を抽出

	SELECT CNT.DiagnosisID,CNT.DiagnosisContents FROM NCGQAResultTable CRsT LEFT OUTER JOIN ConsultNameTable CNT ON CNT.DiagnosisID=CRsT.DiagnosisID WHERE InjuryLNID = 1 AND ConsciousnessLNID = 3 AND BreathLNID = 3 AND ActivityLNID = 3 AND DehydrationLNID = 3 AND CategoryID = 5


可変内容箇所は、まず、InjuryLNIDとConsciousnessLNIDとBreathLNIDとActivityLNIDとDehydrationLNIDのそれぞれの比較値である。この比較値は、全身状態入力画面で入力された回答(GAnswerID)によって求める。上記例では、順に「1」「3」「3」「3」「3」がそれに当たる。

次に、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、「5」がそれに当たる。クエリ例「症状用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値は絶対に使用しない様に十分注意する事。

尚、InjuryLNIDは外傷についての質問、ConsciousnessLNIDは意識状態についての質問、BreathLNIDは呼吸状態についての質問、ActivityLNIDは活動度についての質問、DehydrationLNIDは脱水についての質問、にそれぞれ対応している。

	症状選択1の重症度判定結果を抽出

	SELECT TOP 1 CNT.DiagnosisID,CNT.DiagnosisContents FROM ConsultNameTable CNT, ConsultResultTable CRsT WHERE CRsT.TDRelationID = (SELECT RELATION.TDRelationID FROM (SELECT M1.TDRelationID,COUNT(*) AS COUNTRECORD FROM ConsultRelationTable M1 WHERE DAnswerID = 156 OR DAnswerID = 159 OR DAnswerID = 162 GROUP BY M1.TDRelationID) AS RELATION WHERE COUNTRECORD = 3) AND CRsT.CategoryID = 5 AND CNT.DiagnosisID = CRsT.DiagnosisID ORDER BY 1 DESC


可変内容箇所は、まず、DAnswerIDの比較値である。この比較値は、症状回答択画面で入力された症状回答(DAnswerID)によって求める。上記例では「156」「159」「162」がそれに当たる。

症状は最大3まで選択出来るため、最大3回実行される可能性がある。

次に、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「症状用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、後者「5」がそれに当たる。クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値は絶対に使用しない様に十分注意する事。

	外傷選択3の重症度判定結果を抽出

	SELECT CNT.DiagnosisID,CNT.DiagnosisContents FROM IQAResultTable CRsT LEFT OUTER JOIN ConsultNameTable CNT ON CNT.DiagnosisID=CRsT.DiagnosisID WHERE Result1 = 30 AND Result2 = 33 AND Result3 = 36


可変内容箇所は、Result1とResult2とResult3のそれぞれの比較値である。この比較値は、外傷選回答択画面で入力された回答(IAnswerID)によって求める。上記例では「30」「33」「36」がそれに当たる。

外傷は最大3まで選択出来るため、最大3回実行される可能性がある。

	発熱の重症度判定結果を抽出

	SELECT TOP 1 CNT.DiagnosisID,CNT.DiagnosisContents FROM ConsultNameTable CNT, ConsultResultTable CRsT WHERE CRsT.TDRelationID = (SELECT RELATION.TDRelationID FROM (SELECT M1.TDRelationID,COUNT(*) AS COUNTRECORD FROM ConsultRelationTable M1 WHERE DAnswerID = 1 OR DAnswerID = 5 OR DAnswerID = 9 GROUP BY M1.TDRelationID) AS RELATION WHERE COUNTRECORD=3) AND CRsT.CategoryID = 5 AND CNT.DiagnosisID=CRsT.DiagnosisID ORDER BY 1 DESC


可変内容箇所は、まず、DAnswerIDの比較値である。この比較値は、症状回答択画面で入力された発熱回答(DAnswerID)によって求める。上記例では「1」前者「5」「9」がそれに当たる。

次に、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「症状用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、後者「5」がそれに当たる。クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値は絶対に使用しない様に十分注意する事。

	全身状態の処置対応を抽出

	SELECT GAContents,GAParameter,TreatmentContents FROM NCGAConditionRelationTable GACRT, NCGADetailTable GADT WHERE GACRT.CategoryID = 4 AND GACRT.ClassID = 1 AND GACRT.GAnswerID = 1 AND GACRT.GAContentsID = GADT.GAContentsID


可変内容箇所は、まず、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、「4」がそれに当たる。クエリ例「症状用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値は絶対に使用しない様に十分注意する事。
次に、ClassIDとの比較値である。上記例では、「1」がそれに当たる。ClassID=1の場合には外傷についての質問、ClassID=2の場合には意識状態についての質問、ClassID=3の場合には呼吸状態についての質問、ClassID=4の場合には活動度についての質問、ClassID=5の場合には脱水についての質問となる。

併せて、ClassIDのそれぞれに対して、選択されたGAnswerIDを比較値として採用する。上記例では、「1」がそれに当たる。
全身状態の項目は上記の通り5つあるため、5回実行される。

	症状選択の処置対応を抽出

	SELECT TOP 1 CNT.DiagnosisID,CRsT.TreatmentName FROM ConsultNameTable CNT, ConsultResultTable CRsT WHERE CRsT.TDRelationID = (SELECT RELATION.TDRelationID FROM (SELECT M1.TDRelationID,COUNT(*) AS COUNTRECORD FROM ConsultRelationTable M1 WHERE DAnswerID = 191 OR DAnswerID = 195 OR DAnswerID = 196 GROUP BY M1.TDRelationID) AS RELATION WHERE COUNTRECORD = 3) AND CRsT.CategoryID = 4 AND CNT.DiagnosisID = CRsT.DiagnosisID ORDER BY 1 DESC


可変内容箇所は、まず、DAnswerIDの比較値である。この比較値は、症状回答択画面で入力された症状回答(DAnswerID)によって求める。上記例では「191」「195」「196」がそれに当たる。

症状は最大3まで選択出来るため、最大3回実行される可能性がある。

次に、CategoryIDとの比較値である。この比較値は、クエリ例「症状用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値を使用する。上記例では、後者「4」がそれに当たる。クエリ例「全身状態用性年齢区分を抽出」で求めたCategoryID値は絶対に使用しない様に十分注意する事。

	外傷選択の処置対応を抽出①

	SELECT InjuryID,InjuryCommonTreat FROM InjuryNameTable WHERE InjuryID = 7


可変内容箇所は、InjuryIDの比較値である。この比較値は、外傷選択画面で入力された外傷(InjuryID)によって求める。上記例では「7」がそれに当たる。
外傷は最大3まで選択出来るため、最大3回実行される可能性がある。
	外傷選択の処置対応を抽出②

	SELECT CRsT.InjuryDetailTreat FROM IQAResultTable CRsT LEFT OUTER JOIN ConsultNameTable CNT ON CNT.DiagnosisID = CRsT.DiagnosisID WHERE Result1 = 56 AND Result2 = 59 AND Result3 = 62


可変内容箇所は、Result1とResult2とResult3のそれぞれの比較値である。この比較値は、外傷選択回答画面で入力された回答(IAnswerID)によって求める。上記例では「56」「59」「62」がそれに当たる。

外傷は最大3まで選択出来るため、最大3回実行される可能性がある。

	誤飲選択の処置対応を抽出

	SELECT SwallowTreatmentClass,SwallowTreatmentContents FROM SwallowTreatmentTable WHERE ValidFlag = 0 And SwallowObjectID = 5 ORDER BY SwallowTreatmentClass


可変内容箇所は、SwallowObjectIDの比較値である。この比較値は、誤飲選択画面で入力された誤飲(SwallowObjectID)によって求める。上記例では「5」がそれに当たる。

ここでは複数レコードが返ってくる可能性があり、その場合には各レコードを改行で連結し、表示するために求める値とする。

◆補足

最終的な判断結果の求め方は、以下となる。

判断要素は、最大で

①　全身状態（5問）から求められる重症度判定

②　外傷選択1（3問）から求められる重症度判定

③　外傷選択2（3問）から求められる重症度判定

④　外傷選択3（3問）から求められる重症度判定

⑤　発熱（3問）から求められる重症度判定

⑥　症状選択1（3問）から求められる重症度判定

⑦　症状選択2（3問）から求められる重症度判定

⑧　症状選択3（3問）から求められる重症度判定

の以上8つとなる。これらについては、項目毎にそれぞれ設問があるので、それを用いてそれぞれ重症度を求める事が出来る。入力が無い項目については、判断要素に含めない。

判断要素を全て求めた後、その中で一番重い判断結果を、最終的な判断結果として採用する。

更に、最終的な判定結果は調整を行う事がある。これについては、提供先によってかなり微妙な調整を行う事があるので、必ず毎回仕様を確認する。以下は、医療機関向けの一例である。

----ここから----

主訴がその他以外の場合

　┗　①が軽症の場合（最初に処理）
　　　　┗　最終的な判断結果が超重症の場合

・・・重症に下げる

　　　　┗　最終的な判断結果が重症の場合

・・・中等症に下げる

　┗　性年齢カテゴリが1又は11の場合（次に処理）

　　　　┗　現在体温が38度以上の場合


・・・重症以上とする

　　　　┗　現在体温が37.5度以上38度未満の場合
・・・中等症以上とする

主訴がその他の場合

　┗　最終的な判断結果が中等症の場合


・・・重症に上げる

　┗　最終的な判断結果が軽症の場合


・・・中等症に上げる

----ここまで----

本画面では、表示する最終的な判断結果について、画像を使用する。その際、画像のALT属性として最終的な判断結果テキストを設定すること。

処置対応結果については、表示させる内容が空白の場合（NULLではない）、その内容と項目名自体を表示しない。

発熱の処置対応結果については、性年齢の区別なく「現在体温が38.0度以上の場合」、下記文章を処置対応として記載する。

	熱の原因は細菌やウィルスによるもので、高熱が直接脳を侵すことはありませんので、慌てることはないでしょう。ただし、熱の高低に関わらず全身状態が不良の場合は早めに受診しましょう。解熱剤は症状の緩和には有効ですが、原因に対する治療ではありません。首、脇、足の付け根を氷枕などで良く冷やしましょう。


外傷選択の処置対応については、クエリ例①の結果とクエリ例②の結果を連続して表示する。この場合、両方の内容が空白の場合（NULLではない）、その内容と項目名自体を表示しない。

システムを利用する際に入力された情報は、求めた判定も含めて全て後から再現可能な様に、必ず記録・保存しておく事。可能であれば、サーバ環境変数についても取得し記録・保存しておく事。

3.11　回答内容印刷画面

· この画面では、それまでの入力履歴の内容を記載する。記載内容は下記となる。
· 印刷物は、A4一枚で収まるように調整する。

· この画面を開いた際に、onloadでjavascript:print()関数を実行する。
【基礎情報入力画面で入力された内容】
生年月日・性別・現在の体重・体温（現在の体温・最高体温・発熱期日）
【全身状態入力画面で入力された内容】

質問文6種と、その回答

【誤飲選択画面で入力された内容（ある場合のみ）】
誤飲選択されたものと、その他入力が有る場合にその記述文

【外傷選択画面・外傷選択回答画面で入力された内容（ある場合のみ）】
外傷選択されたもの（最大3つ）と、その他選択が有る場合にその記述文
外傷選択毎に、その質問文3種、と回答
【症状選択画面・症状選択回答画面で入力された内容（ある場合のみ）】

症状選択されたもの（最大3つ）と、その他選択が有る場合にその記述文
症状選択毎に、その質問文3種、と回答

主訴として選択されたものは、それが分かるように記載する
「特に気になる症状はない」が選択された場合には、その旨を記載する
3.12　結果とセルフケア方法印刷画面

· この画面では、最終判断結果と処置対応を記載する。記載内容は下記となる。

· 印刷物は、A4一枚で収まるように調整する。

· この画面を開いた際に、onloadでjavascript:print()関数を実行する。

【最終判断結果】
ここでは、結果表示画面で使用した最終判断結果の画像と同じものを記載する。

【全身状態の処置対応】
【発熱の処置対応（ある場合のみ）】
【症状選択1の処置対応（ある場合のみ）】
【症状選択2の処置対応（ある場合のみ）】
【症状選択3の処置対応（ある場合のみ）】
【外傷選択1の処置対応（ある場合のみ）】
【外傷選択2の処置対応（ある場合のみ）】
【外傷選択3の処置対応（ある場合のみ）】
【誤飲の処置対応（ある場合のみ）】

これらのものも、結果表示画面で使用した処置対応と同じものを記載する。
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